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NO！
企業・団体献金

はまさき真也と申します。くにたちで子育てをしつつ政治活動

を行っております。くにたちとの縁は一橋大学入学から始まり

ました。このまちが大好きで、“子育てはくにたちで”と心に決

めていました。

“社会に存在する様々な制約や負担、格差を解消する－”

“こどもや若者が希望を持って暮らせるよう、地域を元気に－”

母子家庭で育つ中で、そのような思いを学生時代から抱き、

国交省で約15年、住宅セーフティーネット、公共交通等の政策を

推進し、また、市内で様々な地域活動を行ってきました。

くにたちをよりよくするために、これまで培った経験を役立

てたいとの思いに至りました。次世代・その先の未来に向け、

市民の皆様とともにつくるまちづくりを目指していきます！

くにたちへの思い/ごあいさつ

・・1984年7月千葉県生まれ ・家族：妻・子１人 ・中に在住 ・趣味：ランニング、テニス、読書

・一橋大学法学部卒 2008年 ※当時は富士見台、東に在住 ・千葉県立千葉高等学校卒

・国土交通省 (Ⅰ種法律職)  2008～2022年

- 住宅セーフティーネット・在宅ケア環境整備(高齢者向け住宅)、公共交通、まちづくり、防災 など

- 不動産市場企画調整官、関東運輸局旅客第一課長、奈良県まちづくりプロジェクト推進課長 など

・PwCコンサルティング 2022～2023年：こども家庭庁政策の調査、ZEHの新規事業検討支援 など

はまさき真也 プロフィール

くにたちでの地域活動
●国立市 まち・ひと・しごと創生懇話会 委員

●８小の通学路見守り ●こども食堂お手伝い

●ひらや照らす (多世代の居場所) 元運営委員

●しょうがいしゃの移動支援 (地サポ)

●くにたち福祉サポーター、認知症サポーター

●防災・防犯・地域美化活動 (ちいきエナジー)

●中一番組自主防災

●国立市観光まちづくり協会 元理事

 ●くにたちエール 元総務部長

［発行元・連絡先］

ともに歩むくにたち

住所：東京都国立市中1-16-73-206

Mail：tomoni.ayumu.kunitachi@gmail.com TEL：090-6795-3816

はまさき真也 くにたち

公式HP

はまさき 真也
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ひと中心・環境重視のまちづくりを市民参加で！

景観・住環境等の重大な変化を防ぐためのルール整備の議論に早期着手
くにたちのイメージ悪化が再び起こらないように！市民の声を計画段階から活かす市政へ！

地域経済活性化とゼロカーボンシティの同時推進
地元企業への経営支援や創業支援、一橋大学等との連携拡充、エネルギー・食等の地産地消による

市内の所得循環を推進、再エネ設置・緑化促進、都市農業支援充実 (くにたち野菜の給食活用推進等)

３つの”立て直し”｜待ったなしの課題、やり遂げる
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子育て支援：近隣自治体から遅れる状況を是正し、強みへ
・物価高騰に対応し家計負担を軽減！給食費無償化、満1歳までのおむつ代の無償化を実現

・学童利用料・第１子の保育園料を段階的に引き下げ、幼稚園入園料への補助を拡充
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｜変えなきゃいけないことがあります

｜変えなきゃいけないことがあります
３つの”新モデル”｜社会の変化をとらえ、市政を前へ

先進的なこども・人権政策、平和行政強化、しょうがいしゃの就労支援等推進
こども・若者の意見を市政に反映、ジェンダー平等推進 (市役所管理職・審議会委員のクオータ制等) 、

フルインクルーシブ教育推進、申請を待たずに行政が積極的に支援を行う“アウトリーチ”型の福祉を推進
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公共空間を活用したイベント充実・遊び場の確保、インフラ政策の転換
定期的な歩行者天国の開催等により、街なかに子どもの遊び場やイベント用の空間、憩いの場を創出

まちの将来像に関わる都市計画道路は、最新の交通需要や市民の意見を踏まえて慎重に検討
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“スマホで済む市役所手続”の推進     ※窓口の手続対応と相談機能の充実も推進03

４つの”安全”｜暮らしをまもり、緊急時への備えを強化

首都直下型地震への備えを急ピッチで強化
避難所の対応力強化、各ご家庭の備蓄を強力に支援、女性・こども目線も踏まえた避難所運営の早期確立

PFASについて、実態把握調査着手など対応を強化04

真に”24時間安心安全”な高齢者ケア環境整備、本気の地域活動支援
・孤独・孤立解消のために独居の高齢者への“全戸訪問”によるケアを開始

・24時間安心安全で様々なニーズに対応できる在宅ケア環境を整備！医療・介護等の多職種連携を推進

・高齢者の健康づくり等の様々な地域活動、支え合い活動を、市が全力で支援 “共助を厚く支える公助”へ
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南部地域における狭あい道路の拡幅、公共交通の充実、緑や水環境の保全03

無所属
国交省を飛び出し、地域へ－

くにたちで様々な地域活動を実践
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